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OECD 東南アジア地域プログラム閣僚フォーラム  

- 包摂的な ASEAN - 

2018 年 3 月 8 日 木曜日 

東京プリンスホテル, 東京, 日本 

 

08:30-

09:30 
受付 

  

09:30-

10:00  
開会セッション 

 

開会挨拶: 

 中根一幸 外務副大臣  

 マルディアスモ インドネシア財務副大臣  

 河野正道 OECD 事務次長 

10:00-

10:20 
写真撮影及びコーヒー休憩 

  

10:20-

12:40 
包摂的な ASEAN: 連結性を通じた包摂性  

ASEAN 加盟国の首脳は，2016 年にビエンチャン宣言により採択された ASEAN 連結性マスター

プラン 2025 において，物理的，制度的，人と人とのつながりの改善を通じ，競争力，繁栄，

包摂性及び共同体意識を促進させることで，ASEAN の連結性強化が引き続き全ての ASEAN 加盟

国に利益をもたらす必要がある旨認識した。また，ASEAN 経済共同体ブループリント 2025

も，同マスタープランの構想と目標に一致し，それらを支持する形で，その３つ目の柱とし

て「連結性強化とセクター別協力」を進めている。ASEAN 地域における包摂性の実現にとって

の「連結性」強化の重要性を認識しつつ，本セッションでは，「ASEAN の包摂性」に取り組む

SEARP の既存の作業を参考にしつつ，インフラ，貿易，投資，イノベーション，良き規制慣行

に焦点を当てた議論を行う。閣僚やハイレベルの出席者，また，パートナー国際機関の代表

は，これらの分野における既存の作業を参考にし，より「包摂的な ASEAN」を後押しするため

の政策的課題，機会及びグッドプラクティスを議論することが求められる。 

本セッションではコーヒー休憩を設けており，議論は休憩後に再開される。 

 

モデレーター 

 河野正道 OECD 事務次長 

インターベンション 

 リム・ジョクホイ ASEAN 事務総長  

 ソック・チェンダ・ソピア 首相補佐特命大臣兼カンボジア開発評議会事

務局長  

 趙顯（チョ・ヒョン）大韓民国外交部第二次官 

 アンドレアス・シャール OECD 対外関係局長およびダーク・ピラット OECD

科学技術イノベーション局次長  

 西村英俊 東アジア・ASEAN 経済研究センタ－(ERIA)事務総長 

 椋田哲史 日本経済団体連合会（経団連）専務理事   

 クリストファー・シャーロック 英国 OECD 代表部 大使 
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コーヒー休憩 

 

 河野太郎 外務大臣 

 サルムサイ・コンマシット ラオス外務大臣 

 マルディアスモ インドネシア財務副大臣  

 ウィラサック・フートラクン タイ外務副大臣 

 モハマド・マリキ・ビン・オスマン シンガポール国防兼外務担当 

上級国務相  

 ブイ・タイン・ソン ベトナム筆頭外務次官 

 ヤオ・シャンビン（姚先斌） ADB 特別上級顧問  

 

報告者  

・ウルリッヒ・レーナー スイス OECD 代表部大使 
 

12:40-

14:00 
日本外務省主催昼食会 

  

14:00-

16:20 
包摂的な ASEAN: 参加を通じた包摂性 

ASEAN 加盟国の首脳は，公平な経済発展のための ASEAN 枠組みにおいて，包摂的な成長を実現

するため，民間セクターとの連携促進，中小企業の発展，効果的な能力強化及び人間開発の

必要性を強調した。この枠組みは，包摂的かつ強靭な，人間志向，人間中心の ASEAN の構築

を目指す，ASEAN 経済共同体ブループリント 2025 を実施するための同地域の取組を支援する

ものである。特に，中小零細企業が企業の大部分を占める東南アジアにおいて，これらの企

業の役割は，引き続き重要な優先分野となっている。 

SEARP の既存の作業に基づき，本セッションでは，中小企業，教育・スキル，ジェンダーに焦

点を当てつつ，参加の観点から「ASEAN の包摂性」について議論する。また，本セッションで

は，OECD 及び ASEAN による報告書「ASEAN における女性による起業を強化するために：経済

活動における女性の参加向上に向けて」(Strengthening Women’s Entrepreneurship in 
ASEAN: Towards Increasing Women’s Participation in Economic Activity)を配布する。

本セッションではコーヒー休憩を設けており，議論は休憩後に再開される。 

  

モデレーター:  

 シーハサック・プアンゲートゲーオ タイ政府駐仏大使 

インターベンション 

 河野太郎 外務大臣 

 モハマド・マリキ・ビン・オスマン シンガポール国防兼外務担当 

上級国務相 

 イシャム・イシャク マレーシア国際貿易産業省副次官  

 ホセ・カスティリョ・ラウレル 駐日フィリピン大使 

 ノルレラ・スハイリ ブルネイ中小企業庁( DARe)ビジネスアドバイザリ

ー・サービス局長代理兼 ASEAN 中小・零細企業調整委員会(ACCMSME)委員長  

    藤田正孝 日本アセアンセンター事務総長  

 アンドレアス・シュライヒャー OECD 事務総長教育政策特別顧問兼   

教育スキル局長 
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コーヒー休憩 

 

   セッ・アウン ミャンマー計画・財務副大臣 

  ウィラサック・フートラクン タイ外務副大臣 

  パシータ・フワン フィリピン ASEAN 女性起業家ネットワーク委員長 

  ミア・ミキッチ 国連アジア太平洋経済社会委員会(UNESCAP)貿易投資イノ

ベーション部長 

  吉田昌哉，国際労働組合総連合アジア太平洋地域(ITUC-AP)書記長 

 

報告者  

マルコス・ボンチュリ OECD 公共ガバナンス局長 

 

16:20-

16:35 
閉会セッション 

 

  

閉会挨拶 

 平木大作 経済産業大臣政務官 

 マルディアスモ インドネシア財務副大臣  

 趙顯（チョ・ヒョン） 大韓民国外交部第二次官 

 

18:30-

20:00 

 

河野太郎外務大臣主催レセプション（於: 外務省飯倉公館） 

 

 

 

 河野太郎 外務大臣による歓迎の挨拶 

 

SEARP 共同議長交代式 

 河野太郎 外務大臣 

 マルディアスモ インドネシア財務副大臣  

 ウィラサック・フートラクン タイ外務副大臣 

 趙顯（チョ・ヒョン） 大韓民国外交部第二次官 
 

 


